
背景：複数のモダリティを組み合わせた機械翻訳の⾼度化に期待が⾼まっている

原⾔語 ⽬的⾔語原⾔語

・⾳声情報の簡単な誤りは⾔語情報のみでも訂正できそう
・状況理解が必要な難しい誤りも画像情報から訂正できそう

• ⾔語も⾳声も画像も深層学習で統⼀的に扱えるようになった
• ⾳声翻訳（⾳声→⾔語）やキャプション⽣成（画像→⾔語）
の研究は盛んだが、⾳声＋画像→⾔語の研究は珍しい

Ø ⽇本語のデータセットを作り、
⾼度なマルチモーダル情報理解の技術を創出したい

概要：8万件の⾳声&画像つき英⽇対訳コーパスを作成→ ⾳声認識の誤り訂正で翻訳品質を改善
本研究の全体像：⾳声認識の誤り訂正と画像を⽤いて⾳声翻訳の性能を上げる
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There is bank.

⽇本語

銀⾏があります。

⽇本語

⼟⼿があります。

マルチモーダル機械翻訳

5つ組データセットを作成（⾳声・画像・⾳声認識⽂・英語⽂・⽇本語⽂）
TED Talks の動画 ①⾳声 ④⾳声

⽂頭・⽂末・中間の3枚ずつの画像を取得

1⽂ずつに⾳声を分割ffmpeg

② 1⽂ごとのタイムスタンプ

③画像 ⑤⾳声認識⽂

ffmpeg

openCV

aeneas

Google
Speech

Recognition

1. タイムスタンプがずれているものを除去
Ø WER（単語誤り率）を⾒る

5.0 ≤ WER ≤ 50.0

2. 単語数の差が⼤きすぎるものを除去
Ø ⽂⻑を⾒る

0.8 ≦ | len (出⼒⽂) / len (正解⽂) | ≦ 1.2

データの抽出

train dev test

80,859 1,423 2,400

英語英語

実験：⾳声認識の誤りを訂正すると翻訳品質が向上
BARTを使って⾳声認識の誤り訂正を⾏う
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IWSLT -⾳声認識⽂

IWSLT -⾳声認識誤り訂正⽂

IWSLT - IWSLT の英語⽂

Jparacrawl (base) -⾳声認識⽂

Jparacrawl (base) -⾳声認識誤り訂正⽂

Jparacrawl (base) - IWSLT の英語⽂

機械翻訳⾳声認識

英語⽇本語

既存データ

英語

WER ≦ 15 20 ≦ WER

ffmpeg : https://ffmpeg.org/
aeneas : https://github.com/readbeyond/aeneas
OpenCV : https://opencv.org/
Google Speech Recognition : 

https://github.com/Uberi/speech_recognition

⾳声認識の誤りが伝搬して
翻訳品質が落ちる

⾳声認識誤り訂正の例
⽇本語⽂ それだけ聞けば私は⼗分でした
⾳声認識⽂ I was all I needed to hear
⾳声認識誤り訂正⽂ And that was all I needed to hear.
IWSLT の英語⽂ That was all I needed to hear.

英語英語

IWSLT 2017 
英⽇対訳コーパス

⾳声認識⽂ IWSLT 英語⽂BART

画像も併⽤して翻訳品質のさらなる向上を⽬指す！！
〜今後の展望〜


